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１．研究計画の概要 
ヨーロッパ諸国の公共文化制度の特色と現
状をドイツ語圏の演劇表現と制度を中心に
明らかにすることを目的とする。ヨーロッパ
諸国では公的助成制度によって芸術、文学、
演劇、音楽などの文化活動を育成し、市民の
文化活動を守るとともに、様々な公共文化空
間を市民に提供し、自由で豊かな文化生活を
制度的に保障している。ドイツの文化予算の
総額は、フランスやイタリアをはじめとする
他のヨーロッパ諸国と比較すると、特に多い
というわけではない。しかし文化予算に占め
る演劇への公的助成金の割合は、他のヨーロ
ッパ諸国の文化予算における演劇の占める
割合と比べて圧倒的に大きく、額も群を抜い
ている。その歴史的背景はなにか。公共文化
空間としての演劇は、今日の経済のグローバ
ル化のもとでどのような展望を持っている
のか。演劇文化の振興を図る意義は、どこに
あるのか。本研究ではこれらの問いを念頭に
置きながらドイツ語圏の演劇表現と制度を
調査し、公共文化空間としての演劇の有効性
と問題点を明らかにしようと思う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) ドイツ国内のアーカイヴ調査 
ベルリン芸術アカデミーの演劇アーカイヴ、
およびベルリン自由大学演劇学研究所付属
アーカイヴの調査を継続して行っている。 
(2) 演劇表現の調査 
ドイツ語圏各地で地域の文化活動の中核を
担っている公共劇場やアートセンターの活
動の実態を調査し、実際の舞台やパンフレッ
ト等の公刊物、映像資料、統計資料などの収
集を継続して行っている。さらに、ドイツ語

圏の演劇を代表する国際演劇祭「ベルリンの
出会い」事務局を訪問し、その活動の実態と
活動方針の変遷、文化政策上の位置づけの調
査を継続的に続けている。また、公共劇場の
活動の実態を知るためにベルリンを訪れ、そ
の予算規模、スタッフの総数、実際に支出さ
れる人件費と製作費との割合、人脈、キャリ
ア形成の在り方を具体的に調査している。 
(3) 基礎文献の入手と分析 
ドイツ語圏の演劇を近代芸術として成り立
たせている各種の制度に関する文献の収集
をおこなうとともに、近代ヨーロッパ全体に
わたる表現史、各ジャンルの芸術史に関する
膨大な文献の入手を継続し、その整理、分析
作業を行っている。 
(4) 研究成果の公表 
(1)、(2)、(3)の調査と分析を通して得られ
た知見を、日本独文学会主催「アジア・ゲル
マニスト会議」で学会発表するとともに、京
都造形芸術大学舞台芸術研究センター発行
「舞台芸術」、岩波書店発行「思想」、Theater 
der Zeit 社（ドイツ）発行「Theater der Zeit」
などの学会誌、専門誌で公表している。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
ドイツ国内のアーカイヴ調査では、特にベル
リン芸術アカデミーの演劇アーカイヴが所
蔵する東ドイツ時代の舞台の貴重な記録映
像と資料の閲覧を通して、冷戦期に演劇がど
のような文化政策上の役割を担ったかが明
らかになった。演劇表現の調査では、特にベ
ルリン市内の公共劇場を数度訪問し、その活
動の実態と課題が把握できるようになった。 
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４．今後の研究の推進方策 
研究期間の最終年度である 2009 年度は研究
代表者新野守広の長期海外研修と重なるた
め、ドイツ語圏のアーカイヴや公共劇場の調
査を積極的に行う予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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